
は
じ
め
に

　

フ
ラ
ン
ス
の
画
家
、
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ（Paul Cézanne, 

1839

―1906

）に
関
す
る
知
の
蓄
積
と
共
有
化
の
作
業
は
、作
品
総

目
録
、書
簡
集
、伝
記
、セ
ザ
ン
ヌ
が
住
み
制
作
し
た
場
所
、文
献
表

（
セ
ザ
ン
ヌ
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
、批
評
、学
術
論
文
、著
作
物
の
一

覧
表
）と
い
っ
た
、即
物
的
、客
観
的
デ
ー
タ
の
特
定
や
収
集
と
し

て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、画
家
の
没
後
、一
〇
〇
年
以
上
経
た
現
在

に
於
い
て
も
未
完
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、現
在
ま
で
の
蓄
積
を
作
業
に
即
し
て
報
告
し
な
が

ら
、今
後
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
も
提
言
す
る
。

Ⅰ　

作
品
総
目
録（
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
）

　

セ
ザ
ン
ヌ
に
関
す
る
資
料
環
境
の
整
備
は
ま
ず
、作
品
総
目
録

の
作
成
か
ら
始
ま
っ
た
。そ
れ
は
、作
品
の
基
礎
情
報（
作
品
名
、制

作
年
、材
質
・
形
状
、所
蔵
先
、来
歴
、展
覧
会
歴
な
ど
）を
記
載
し
た

も
の
で
、セ
ザ
ン
ヌ
の
画
業
の
変
遷
、セ
ザ
ン
ヌ
の
美
術
史
上
の
位

置
付
け
、セ
ザ
ン
ヌ
像
、セ
ザ
ン
ヌ
の
生
き
た
同
時
代
の
芸
術
現
象

の
記
述
な
ど
、セ
ザ
ン
ヌ
に
関
わ
る
、あ
ら
ゆ
る
言
説
の
根
拠
と
な

る
情
報
源
で
あ
り
、情
報
が
修
正
さ
れ
た
り
追
加
さ
れ
た
り
す
れ

ば
、そ
れ
と
共
に
、関
連
す
る
言
説
も
修
正
さ
れ
て
い
く
。作
品
総

目
録
は
、セ
ザ
ン
ヌ
に
関
す
る〈
知
の
源
泉
〉で
あ
る
。

　

そ
の
先
駆
者
は
、イ
タ
リ
ア
の
美
術
史
家
、リ
オ
ネ
ル
ロ
・
ヴ
ェ

ン
チ
ュ
ー
リ（Lionello V
enturi, 1885

―1961

）で
あ
っ
た
。彼

は
一
九
三
六
年
に
刊
行
し
た
総
目
録『
セ
ザ
ン
ヌ
の
芸
術
と
作
品
（
１

）』

に
、一
六
三
四
点
の
油
彩
、水
彩
、素
描
を
収
録
し
、各
作
品
に
関
し

て
、制
作
年
、作
品
名
、寸
法
、作
品
に
関
す
る
記
述
、複
製
図
版
掲

載
先
、所
蔵
先
、来
歴
及
び
現
所
蔵
先
、複
製
図
版
著
作
権
者
と
い

っ
た
情
報
を
掲
載
し
た
。さ
ら
に
、油
彩
画
、八
〇
五
点
を
年
代
順

に
並
べ
な
が
ら
、四
つ
に（
Ⅰ 

ア
カ
デ
ミ
ス
ム
と
ロ
マ
ン
主
義
の

時
代（
一
八
五
八
〜
七
一
）、Ⅱ 

印
象
主
義
時
代（
一
八
七
二
〜
七

七
）、Ⅲ 
構
成
主
義
の
時
代（
一
八
七
八
〜
八
七
）、Ⅳ 

総
合
主
義

の
時
代（
一
八
八
八
〜
一
九
〇
六
））、水
彩
画
、三
五
〇
点
は
、三
つ

に（
Ⅰ 

ロ
マ
ン
主
義
の
時
代（
一
八
六
五
〜
七
一
）、Ⅱ 

印
象
主
義

の
時
代
と
構
成
主
義
に
関
わ
る
時
代（
一
八
七
二
〜
八
二
）、Ⅲ 

構

成
主
義
と
総
合
主
義
の
時
代（
一
八
八
三
〜
一
九
〇
六
））、素
描
、

三
四
七
点
は
、三
つ
に（
Ⅰ 

ア
カ
デ
ミ
ス
ム
の
時
代
か
ら
構
成
主

義
の
時
代
へ（
一
八
五
九
〜
八
五
年
頃
）、Ⅱ 
成
熟
期
の
素
描
帖
、

Ⅲ 

構
成
主
義
の
時
代
か
ら
総
合
主
義
の
時
代
へ（
一
八
七
八
〜
一

九
〇
六
）））に
分
類
し
た
。ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ー
リ
は
、セ
ザ
ン
ヌ
研
究

に
様
式
概
念
を
初
め
て
導
入
し
て
、作
品
を
分
類
整
理
し
、客
観
的

に
位
置
付
け
る
視
座
を
提
唱
し
た
。様
式
分
類
は
、ベ
ル
ナ
ー
ル
・

ド
リ
ヴ
ァ
ル（Bernard D

orival, 1914

―2003

）が
一
九
四
八
年

に
発
表
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ『
セ
ザ
ン
ヌ
（
２

）』で
も
、再
度
、採
用
さ
れ
た
。

様
式
は
、新
た
に
発
見
さ
れ
た
作
品
の
真
贋
判
断
や
制
作
年
の
推

定
に
有
効
な
指
標
と
な
っ
た
が
、純
粋
に
即
物
的
な
科
学
的
デ
ー

タ
と
違
っ
て
、美
術
史
家
の
感
性
的
、従
っ
て
、主
観
的
判
断
を
介

し
た
概
念
で
あ
り
、絶
対
的
普
遍
的
た
り
得
な
い
。分
析
者
の
主
観

の
介
在
を
前
提
と
す
る
、形
式
主
義
、現
象
学
や
精
神
分
析
が
セ
ザ

ン
ヌ
研
究
の
主
流
と
な
る
中
で
、実
は
主
観
的
で
あ
り
な
が
ら
科

学
的
思
考
を
装
う
様
式
研
究
は
疑
似
科
学
と
し
て
廃
れ
て
い
っ
た

観
が
あ
る
。

　

そ
の
後
の
作
品
総
目
録
は
、油
彩
画
、水
彩
画
、素
描
の
メ
デ
ィ

ア
に
従
っ
た
、個
別
的
編
集
に
向
か
い
、し
か
も
、様
式
概
念
を
排

除
し
た
年
代
順
の
即
物
的
配
列
を
採
用
し
て
い
く
。

　

油
彩
画
で
は
、一
九
七
五
年
の
サ
ン
ド
ラ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
の

『
セ
ザ
ン
ヌ
の
全
作
品
（
３

）』、一
九
九
六
年
の
ジ
ョ
ン
・
リ
ウ
ォ
ル
ド

（John Rew
ald, 1912

―94

）（
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
フ
ァ
イ
ル
ヒ
ェ
ン
フ

ェ
ル
ト﹇W

alter Feilchenfeldt, 1939

―

﹈
と
ジ
ェ
ー
ン
・
ウ
ォ

ー
マ
ン﹇Jayne W

arm
an, 1951

―

﹈と
の
共
同
作
業
）の『
ポ
ー

ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
油
彩
画
総
目
録
（
４

）』、二
〇
一
四
年
、フ
ァ
イ
ル
ヒ
ェ
ン

フ
ェ
ル
ト
、ウ
ォ
ー
マ
ン
と
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
シ
ュ（D

avid 
N
ash, 1942

―

）が
編
纂
し
開
設
し
た『
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
画  

オ
ン
・
ラ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
（
５

）』が
あ
る
。

　

水
彩
画
は
、一
九
八
三
年
、リ
ウ
ォ
ル
ド
が
編
纂
し
た『
ポ
ー
ル
・

セ
ザ
ン
ヌ  

水
彩
画
、総
目
録
（
６

）』が
、素
描
で
は
、一
九
七
三
年
、ア

ド
リ
ア
ン
・
シ
ャ
ピ
ュ
イ（A

drian Chappuis

）が
刊
行
し
た『
ポ

ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ  

素
描
、総
目
録
（
７

）』が
あ
り
、い
ず
れ
も
セ
ザ
ン
ヌ

【
特
集
】美
術
に
関
す
る
知
の
蓄
積
と
共
有
化
に
む
け
て

セ
ザ
ン
ヌ
の
資
料
環
境
構
築
の
現
状�

永
井
隆
則
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研
究
者
に
と
っ
て
必
携
の
書
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
九
六
年
に
出
版
さ
れ
た
油
彩
画
の
作
品
総
目
録
は
、印
象

派
と
ポ
ス
ト
印
象
派
、中
で
も
セ
ザ
ン
ヌ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

っ
た
、ジ
ョ
ン
・
リ
ウ
ォ
ル
ド
が
、フ
ァ
イ
ル
ヒ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
と

ウ
ォ
ー
マ
ン
の
協
力
を
得
て
編
纂
し
た
も
の
で
、リ
ウ
ォ
ル
ド
の

没
後
に
出
版
さ
れ
た
。リ
ウ
ォ
ル
ド
に
よ
っ
て
セ
ザ
ン
ヌ
の
真
筆

だ
と
判
断
さ
れ
た
全
て
の
油
彩
画
作
品
が
ジ
ャ
ン
ル
の
分
類
な
し

に
年
代
順
に
配
置
さ
れ
、各
作
品
に
関
し
て
、基
本
情
報
に
加
え
て

多
く
の
関
連
情
報
が
掲
載
さ
れ
、こ
れ
が
油
彩
画
総
目
録
の
決
定

版
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
画
廊
を
経
営
す
る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ナ
ッ
シ
ュ
が
フ
ァ
イ
ル
ヒ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
と
ウ
ォ
ー
マ
ン
に
資
金

提
供
す
る
事
で
、一
九
九
六
年
の
作
品
総
目
録
の
デ
ー
タ
を
基
礎

と
し
な
が
ら
、オ
ン
・
ラ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
の
作
成
を
進
め
、二
〇
一

四
年
、サ
イ
ト
を
開
設
し
た（
図
１
）。こ
れ
は
多
く
の
優
れ
た
機
能

と
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
搭
載
し
て
い
る
。

１

．サ
イ
ト
に
は
誰
で
も
無
料
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

２

．様
式
分
類
を
排
除
し
て
、ジ
ャ
ン
ル
別（
風
景
画
、肖
像
画
、

人
物
の
構
想
画
、静
物
画
、水
浴
図
）に
作
品
が
配
列
さ
れ
、作
品

に
関
わ
る
基
礎
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。し
か
も
、所
蔵
先

を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、所
蔵
先
検
索
へ
と
ス
キ
ッ
プ
し
て
、今
度

は
所
蔵
先
に
所
蔵
さ
れ
る
全
て
の
セ
ザ
ン
ヌ
作
品
を
検
索
で
き

る
。

３

．全
て
の
作
品
が
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、む
ろ
ん
、拡

大
・
縮
小
、転
写
は
自
由
で
あ
る
。

４

．カ
タ
ロ
グ
に
加
え
て
、コ
レ
ク
タ
ー
、展
覧
会
の
歴
史
、セ
ザ

ン
ヌ
文
献
表（
エ
ッ
セ
イ
、論
文
、著
作
、画
集
等
全
て
の
セ
ザ
ン

ヌ
論
を
過
去
か
ら
現
在
ま
で
掲
載
す
る
事
を
原
則
と
す
る
）、ヴ

ォ
ラ
ー
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
、ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ー
リ
と
リ
ウ
ォ
ル
ド
の

旧
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
番
号
と
の
対
照
表
、関
連
図
版
に
関
す
る

エ
ン
ト
リ
ー（
入
場
）が
設
け
ら
れ
て
お
り
、多
様
な
情
報
検
索

へ
と
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

５

．関
連
リ
ン
ク
と
し
て
、ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
協
会
、リ
ウ
ォ
ル

ド
文
書
、バ
ー
ン
ズ
財
団
ア
ー
カ
イ
ヴ
、ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ

ー
グ
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
、リ
オ
ネ
ル
ロ
・
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ー
リ
・
ア
ー
カ

イ
ヴ
の
サ
イ
ト
が
は
ら
れ
て
い
る
。

６

．情
報
は
い
つ
で
も
、不
断
に
、簡
単
に
修
正（
加
筆
、削
除
）し
、

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、本
サ
イ
ト
は
、セ
ザ
ン
ヌ
研
究
に
関
わ
る
基
礎
情
報
並
び

に
そ
の
情
報
源
に
関
わ
る
基
本
情
報
を
掲
載
す
る
点
で
高
度
な
学

術
的
価
値
を
獲
得
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ら

で
は
の
、画
期
的
な
利
便
性
、効
率
性
、公
共
性
を
実
現
し
、セ
ザ
ン

ヌ
に
関
す
る
知
の
蓄
積
と
共
有
化
に
向
け
た
歴
史
的
な
第
一
歩
と

な
っ
た
。今
後
、掲
載
図
版
を
高
画
質
の
デ
ー
タ
に
差
し
替
え
た
り
、

所
蔵
先
等
の
不
明
情
報
を
確
定
し
、文
献
表
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、

無
限
に
更
新
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
誰

も
が
サ
イ
ト
の
改
良
に
協
力
し
う
る
地
球
規
模
で
の
セ
ザ
ン
ヌ
研

究
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
構
築
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、作
品
の
真
贋
と
制
作
年
に
関
し
て
、本
サ
イ
ト
の
カ
タ

ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
は
絶
対
的
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
も
作
成
者
に
よ
る

一
つ
の
解
釈
だ
と
い
う
事
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。作
品

を
購
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、誰
も
が
当
該
作
品
が
セ
ザ
ン
ヌ
の
全

て
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
ま
ず

確
か
め
、仮
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
購
入
を
控
え
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。新
し
い
作
品
総
目
録
も
必
然
的
に
そ
の
よ
う
な
権

威
、権
力
を
発
揮
し
て
し
ま
う
。作
品
総
目
録
の
作
成
と
公
開
は
研

究
の
発
展
に
は
不
可
欠
の
作
業
だ
が
、大
き
な
危
険
性
を
孕
ん
で

い
る
。目
録
の
背
後
に
は
、セ
ザ
ン
ヌ
の
作
品
と
し
て
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
多
く
の
作
品
が
存
在
す
る
わ
け
で
、そ
の
リ
ス
ト
を
仮
に

公
開
す
れ
ば
、所
蔵
者
が
経
済
的
打
撃
を
受
け
、訴
訟
問
題
に
も
発

展
し
か
ね
な
い
。リ
ウ
ォ
ル
ド
の
研
究
上
の
遺
産
を
引
き
継
い
だ

フ
ァ
イ
ル
ヒ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
、ウ
ォ
ー
マ
ン
と
ナ
ッ
シ
ュ
は
、セ
ザ

ン
ヌ
の
作
品
で
は
な
い
と
判
断
し
て
多
く
の
作
品
を
除
外
し
た
、

彼
ら
な
り
の
根
拠
を
持
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、そ
れ
は
決
し
て
公

表
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

な
お
、こ
の
チ
ー
ム
は
、現
在
、セ
ザ
ン
ヌ
の
水
彩
画
と
素
描
の

デ
ジ
タ
ル
・
カ
タ
ロ
グ
の
作
成
を
進
め
て
お
り
、今
後
も
膨
大
な
作

業
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

図１　オン・ライン・カタログ・ホーム・ページ
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Ⅱ　

書
簡

　

セ
ザ
ン
ヌ
の
言
葉
と
し
て
唯
一
、信
頼
に
値
す
る
と
見
な
さ
れ

て
い
る
文
章
は
、セ
ザ
ン
ヌ
の
手
紙
で
あ
り
、彼
の
生
涯
を
語
り
芸

術
観
を
論
じ
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

セ
ザ
ン
ヌ
の
手
稿
を
初
め
て
活
字
に
し
た
の
は
、生
前
、セ
ザ
ン

ヌ
と
交
流
の
あ
っ
た
、ポ
ン
・
タ
ヴ
ェ
ン
派
の
画
家
、エ
ミ
ー
ル
・
ベ

ル
ナ
ー
ル（Ém

ile Bernard, 1868
―1941
）で
、セ
ザ
ン
ヌ
の
亡

く
な
っ
た
一
年
後
に
、『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』誌
上
に
、

セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
受
け
取
っ
た
手
紙
を
公
開
し
た
（
８

）。ベ
ル
ナ
ー
ル
の

死
後
、彼
の
所
持
し
て
い
た
手
稿
は
売
却
さ
れ
、現
在
、ロ
ン
ド
ン

の
コ
ー
ト
ー
ル
ド
美
術
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。そ
の
後
、一

九
五
五
年
に
同
館
の
ダ
グ
ラ
ス
・
ク
ー
パ
ー（D

ouglas Cooper, 
1911

―84 （９
））が
、二
〇
〇
八
年
に
ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ス（John H

ouse, 
1945

―2012 （10
））が
改
め
て
読
み
直
し
て
新
版
を
発
表
し
た
。

　

一
九
三
七
年
、ジ
ョ
ン
・
リ
ウ
ォ
ル
ド
は
、自
ら
調
査
し
た
全
て

の
手
紙
を
活
字
化
し
て
、『
セ
ザ
ン
ヌ
書
簡
（
11
）』と
し
て
一
冊
の
書
物

に
纏
め
て
出
版
し
た
。そ
の
後
、ド
イ
ツ
語
、英
語
、日
本
語
に
翻
訳

さ
れ
（
12
）、長
ら
く
、リ
ウ
ォ
ル
ド
版
が
、セ
ザ
ン
ヌ
書
簡
の
決
定
版
と

し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、近
年
、書
簡
を
巡
っ
て
、に
わ
か
に
、新
し
い
研
究
の

動
き
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、新
し
い
手
稿
の
発
見
で
あ
る
。リ
ウ
ォ
ル
ド
が
、一
九

三
七
年
に
編
纂
し
た
書
簡
は
、実
は
、全
て
の
書
簡
を
収
録
し
た
完

全
版
で
は
な
く
、新
し
い
手
稿
が
発
見
さ
れ
得
る
と
い
う
前
提
の

元
に
作
成
さ
れ
た
暫
定
版
で
し
か
な
か
っ
た
事
が
明
白
と
な
っ
た
。

最
近
の
発
見
で
、セ
ザ
ン
ヌ
研
究
者
を
驚
か
し
た
の
は
、一
八
八
七

年
十
一
月
二
十
八
日
付
け
で
、セ
ザ
ン
ヌ
が
パ
リ
か
ら
少
年
時
代

か
ら
の
友
人
で
小
説
家
の
ゾ
ラ（Ém

ile François Zola, 1840

―

1902
）に
宛
て
た
手
紙
が
、二
〇
一
三
年
、サ
ザ
ビ
ー
ズ
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
売
り
に
出
さ
れ
た
事
で
あ
る（
図
２
）。

　

こ
れ
ま
で
、一
八
八
六
年
四
月
四
日
、ガ
ル
ダ
ン
ヌ
か
ら
ゾ
ラ
に

宛
て
た
セ
ザ
ン
ヌ
の
手
紙
が
両
者
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
最
後
の
書

簡
だ
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。こ
の
手
紙
で
、セ
ザ
ン
ヌ
は
、ゾ
ラ
が

贈
っ
て
く
れ
た
小
説『
制
作（
作
品
（
13
））』を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
知
ら

せ
、御
礼
を
書
い
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、こ
の
小
説
は
、才
能
は
あ
る

が
最
後
に
は
自
殺
す
る
挫
折
し
た
画
家
を
主
人
公
と
し
て
お
り
、

リ
ウ
ォ
ル
ド
は
、主
人
公
の
人
物
像
が
一
部
セ
ザ
ン
ヌ
を
モ
デ
ル

に
造
形
さ
れ
て
い
る
と
推
論
し
、そ
の
後
の
手
紙
が
一
切
存
在
せ

ず
、そ
の
後
の
両
者
の
交
流
を
示
す
証
拠
が
一
切
存
在
し
な
い
こ

と
か
ら
、セ
ザ
ン
ヌ
が
小
説
に
深
く
傷
つ
け
ら
れ
て
両
者
の
友
情

が
破
綻
し
た
と
解
釈
し
た
。し
か
し
、一
八
八
七
年
十
一
月
二
十
八

日
付
け
の
手
紙
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、そ
の
後
も
両
者
の
交
流

が
続
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。そ
の
結
果
、リ
ウ
ォ
ル

ド
説
を
問
い
直
し
、リ
ウ
ォ
ル
ド
説
に
よ
っ
て
ゾ
ラ
が
い
わ
ば
悪

者
と
な
っ
た
た
め
に
、研
究
が
疎
外
さ
れ
て
き
た
セ
ザ
ン
ヌ
と
ゾ

ラ
の
創
造
的
関
係
を
再
考
す
る
新
た
な
気
運
が
生
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、二
〇
一
六
年
の
九
月
二
十
四
日
、セ
ザ
ン
ヌ
と
ゾ
ラ
の
研

究
者
数
名
が
参
加
し
て
、セ
ザ
ン
ヌ
家
の
旧
邸
宅
、ジ
ャ
ズ
・
ド
・
ブ

ッ
フ
ァ
ン
の
大
広
間
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。全
員
の

発
表
原
稿
は
、現
在
、セ
ザ
ン
ヌ
協
会
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
に
順
次
、掲

載
中
で
あ
る
。

　

リ
ウ
ォ
ル
ド
が
書
簡
の
編
纂
作
業
を
行
っ
た
時
点
で
、当
時
、関

係
者
は
生
き
残
っ
て
お
り
、都
合
の
悪
い
手
紙
は
リ
ウ
ォ
ル
ド
に

提
供
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
、リ
ウ
ォ
ル
ド
の
調
査
網
に
か
か
ら

ず
、今
も
、ど
こ
か
に
未
発
表
の
書
簡
が
眠
っ
て
い
る
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
。事
実
、二
〇
一
七
年
三
月
、セ
ザ
ン
ヌ
が
シ
ョ
ケ
夫

人
に
あ
て
た
手
紙
が
、競
売
に
か
け
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。従
っ

て
、今
後
も
新
し
い
書
簡
が
発
見
さ
れ
て
旧
来
の
セ
ザ
ン
ヌ
解
釈

を
揺
る
が
す
事
態
が
起
こ
る
事
は
、十
分
、予
想
さ
れ
る
。

表

裏
図２　1887年11月28日付け、セザンヌからゾラ
　　　（Émile François Zola, 1840―1902）に宛てた手紙
 （ⒸTakanori NAGAÏ 2016 Sep. 16）
　　　手紙と手稿の博物館蔵（現在、閉館中）
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第
二
に
、リ
ウ
ォ
ル
ド
版
に
修
正
を
加
え
る
新
版
の
編
纂

が
相
次
い
で
な
さ
れ
た
。ま
ず
、ジ
ャ
ン
＝
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ー

ベ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン（Jean

―Claude Lebensztejn, 1942

―

）

版（
図
３
）で
あ
る
。オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
テ
キ
サ
ス
大
学
図
書

館
、エ
ク
ス
・
ア
ン
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
メ
ジ
ャ
ヌ
図
書
館
、オ

ル
セ
ー
美
術
館
資
料
室
等
に
所
蔵
さ
れ
る
手
稿
を
閲
覧
し
た

中
で
、こ
れ
ま
で
誤
っ
て
読
解
さ
れ
て
き
た
手
紙
三
四
枚
に

限
っ
て
、改
め
て
書
き
起
こ
し
て
、新
版
を
二
〇
一
〇
年
春
、

雑
誌『
近
代
美
術
館
手
帖
（
14
）』に
掲
載
し
、パ
リ
の「
手
紙
と
手
稿

の
博
物
館
」（M

usée des Lettres et M
anuscrits,

二
〇

一
五
年
か
ら
閉
館
中
）に
収
蔵
さ
れ
る
未
刊
行
の
一
九
通
の

手
紙
を
追
加
し
て
、『
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ  

53
通
の
手
紙
（
15
）』を

二
〇
一
一
年
に
刊
行
し
た（
図
３
）。現
在
も
、調
査
を
継
続
中

で
あ
る
。

　

次
に
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ダ
ン
チ
ェ
フ（A

lex D
anchev, 

1955

―2016

）（
図
４
）は
、二
〇
一
三
年
、リ
ウ
ォ
ル
ド
の
仕
事

を
三
十
五
年
ぶ
り
に
塗
り
替
え
た
（
16
）。ダ
ン
チ
ェ
フ
の
最
大
の

目
的
は
、こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
て
き
た
英
訳
の
間
違
い
を
正

す
事
に
あ
っ
た
が
、加
え
て
、リ
ウ
ォ
ル
ド
が
収
録
し
て
い
な

か
っ
た
、新
発
見
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
手
紙
二
一
片
を
加
え
、手
稿

を
可
能
な
限
り
一
か
ら
読
み
直
し
て
新
解
釈
を
提
示
し
、新

し
い
解
題
も
加
え
た
。ま
た
、手
紙
で
言
及
さ
れ
た
セ
ザ
ン
ヌ

作
品
を
同
定
し
、そ
れ
ら
の
図
版
を
掲
載
し
た
。

　

最
後
に
、ゾ
ラ
研
究
の
世
界
的
権
威
、ア
ン
リ
・
ミ
ト
ラ
ン

（H
enri M

itterand, 1928 - （17
））は
、新
し
い
手
紙
の
発
見
を

契
機
に
、リ
ウ
ォ
ル
ド
の
読
解
に
修
正
を
加
え
な
が
ら
、セ
ザ

ン
ヌ
と
ゾ
ラ
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
一
一
五
通
の
手
紙
を
収
録

し
、こ
れ
に
膨
大
な
注
解
と
解
説
付
き
の
人
名
索
引（
書
簡
に

登
場
す
る
人
物
た
ち
）を
添
え
て
、『
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ  
エ

ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ  

交
換
書
簡  1858

―1887

』と
し
て
二
〇
一

六
年
に
刊
行
し
た（
図
５
）。

　

手
稿
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
言
葉
、文
章
を
ど
う
認
識
す
る
か

は
、読
み
手
の
解
釈
の
産
物
で
あ
り
、長
ら
く
、セ
ザ
ン
ヌ
研
究
者

は
、リ
ウ
ォ
ル
ド
の
調
査
結
果
と
解
釈
を
信
じ
て
一
か
ら
や
り
直

す
こ
と
を
し
て
来
な
か
っ
た
が
、レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、ダ
ン
チ

ェ
フ
、ミ
ト
ラ
ン
は
、書
簡
編
纂
と
い
う
作
業
が
実
は
未
開
拓
の
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
、つ
ま
り
、手
稿
の
解
釈
は
、ど

の
よ
う
な
事
実
を
事
実
と
し
て
主
張
す
る
の
か
、ど
の
よ
う
な
セ

ザ
ン
ヌ
の
芸
術
論
、ど
の
よ
う
な
セ
ザ
ン
ヌ
の
作
家
像
を
主
張
す

る
の
か
と
い
う
研
究
の
根
本
に
関
わ
る
基
礎
作
業
で
あ
り
、こ
れ

は
今
後
も
続
け
ら
れ
得
る
開
か
れ
た
領
域
だ
と
い
う
事
を
示
し
て

見
せ
た
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
版
は
、セ
ザ
ン
ヌ
像
形
成
に
関

わ
る
重
要
な
修
正
を
も
た
ら
し
た
。一
九
〇
六
年
八
月
二
十
六
日

息
子
宛
の
手
紙
の
一
節
を
リ
ウ
ォ
ル
ド
は
、“Je vis un peu 

com
m
e dans un vide

”（
私
は
や
や
空
虚
の
中
で
生
き
て
い
る

気
が
す
る
）と
書
き
起
こ
し
た
が
（
18
）、レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
、“Je 

vis un peu com
m
e dans un rêve.

”（
私
は
多
分
に
夢
の
中

に
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
）と
読
み
直
す
（
19
）。前
者
で
は
虚
無
的
な
セ

ザ
ン
ヌ
像
が
立
ち
現
れ
、そ
れ
は
、マ
イ
ヤ
ー
・
シ
ャ
ピ
ロ（M

eyer 
Schapiro, 1904

―96 （20
））が
展
開
し
た
よ
う
な
、病
や
死
に
対
す
る

不
安
や
孤
独
の
内
に
制
作
し
て
そ
の
心
情
を
作
品
に
投
影
し
た
晩

年
の
セ
ザ
ン
ヌ
像
と
繫
が
っ
て
い
く
。一
方
、後
者
で
は
、「
夢
」と

読
み
直
す
こ
と
で
、晩
年
の
作
品
が
青
年
期
の
夢
想
的
作
品
と
関

連
付
け
ら
れ
る
。メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ（M

aurice M
erleau

―Pon-
ty, 1908

―61

）の
セ
ザ
ン
ヌ
論
（
21
）
に
典
型
的
な
よ
う
に
、印
象
主
義

以
降
の
セ
ザ
ン
ヌ
は
自
然
を
明
晰
に
知
覚
し
た
自
覚
的
画
家
だ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
流
布
し
て
き
た
が
、こ
の
手
稿
を
新
た
に
読
み

直
す
こ
と
で
、レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
、老
い
と
は
無
関
係
に
、

生
涯
、現
実
と
非
現
実
を
行
き
来
す
る「
夢
」の
創
造
的
働
き
に
身

図５　Henri Mitterand, Paul Cézanne 
Émile Zola Lettres croisées 
1858―1887, Gallimard, Paris, 
2016.

図３　Jean―Claude Lebensztejn, Paul  
Cézanne Cinquante―trois lettres, 
transcrites et annotées, L’Ēchoppe, 
Paris, 2011.

図４　Alex Danchev, The letters of Paul 
Cézanne, Thames & Hudson,

　　　London, 2013
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を
任
せ
て
制
作
を
し
て
い
た
新
し
い
セ
ザ
ン
ヌ
像
を
提
示
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

セ
ザ
ン
ヌ
書
簡
の
編
纂
は
、多
く
の
課
題
を
残
し
た
未
完
の
作

業
で
あ
る
。リ
ウ
ォ
ル
ド
版
、ダ
ン
チ
ェ
フ
版
で
は
、手
稿
が
、そ
れ

ぞ
れ
、ど
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。実
際
、

二
人
と
も
書
簡
集
に
掲
載
し
た
手
紙
の
手
稿
の
全
て
に
つ
い
て
、

そ
の
所
蔵
先
を
掌
握
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の

手
稿
を
全
て
実
見
し
て
活
字
化
し
た
わ
け
で
も
な
い
。幾
つ
か
の

手
紙
は
、手
稿
あ
る
い
は
活
字
化
さ
れ
た
手
紙
が
複
製
さ
れ
た
書

物
か
ら
活
字
化
あ
る
い
は
転
載
さ
れ
て
い
る
。現
在
、セ
ザ
ン
ヌ
研

究
者
の
誰
一
人
と
し
て
、手
稿
の
所
蔵
先
全
て
を
掌
握
し
て
い
る

者
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。セ
ザ
ン
ヌ
と
ゾ
ラ
の
書
簡
の
み
を
扱

っ
た
ミ
ト
ラ
ン
で
さ
え
、今
回
の
出
版
の
た
め
に
、全
て
の
手
稿
を

読
み
返
し
た
訳
で
は
な
い
。

　

全
所
蔵
先
を
特
定
し
所
蔵
先
一
覧
表
を
作
成
し
て
、研
究
者
一

人
一
人
が
手
稿
か
ら
読
み
直
せ
る
よ
う
に
、全
て
の
手
稿
を
オ
ン
・

ラ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
し
、あ
る
い
は
、全
て
の
公
的
所
蔵
機

関
が
、全
て
の
手
稿
を
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
で
公
開
す
る
日
が
来
れ

ば
、画
期
的
な
成
果
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、現
代
人
に
と
っ
て
、書
簡
に
は
意
味
不
明
の
箇
所
が
多
々

あ
っ
て
、レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、ダ
ン
チ
ェ
フ
、ミ
ト
ラ
ン
が
行

っ
た
よ
う
に
、解
題
を
一
層
充
実
さ
せ
る
作
業
も
残
っ
て
い
る
。

Ⅲ　

年
代
記
、伝
記

　

セ
ザ
ン
ヌ
の
生
涯
を
辿
る
年
代
記
は
幾
度
か
作
成
さ
れ
て
き
た
。

最
も
信
頼
に
値
す
る
詳
細
な
資
料
と
し
て
現
在
、参
照
さ
れ
て
い

る
の
は
、オ
ル
セ
ー
美
術
館
資
料
部
門
元
司
書
、イ
ザ
ベ
ル
・
カ
ー

ン（Isabelle Cahn, 1954

―

）（
現
、オ
ル
セ
ー
美
術
館
主
任
学
芸

員
）が
作
成
し
た
年
代
記
で
あ
る
（
22
）。こ
れ
は
、一
九
九
五
年
、パ
リ
の

グ
ラ
ン
・
パ
レ
で
開
催
さ
れ
た『
セ
ザ
ン
ヌ
展
図
録
』に
掲
載
さ
れ

た
。様
々
な
一
次
資
料
に
あ
た
っ
て
即
物
的
事
実
を
掘
り
起
こ
し

た
成
果
は
、そ
の
正
確
さ
と
豊
富
さ
に
お
い
て
、リ
ウ
ォ
ル
ド
の
実

証
主
義
研
究
を
凌
駕
し
て
い
る
。

　

セ
ザ
ン
ヌ
の
伝
記
は
、ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル（Gerog-

es Rivière

）（1923 （23
））、ガ
ー
ス
ル
・
マ
ッ
ク（Gersle M

ack, 1894

―1983

）（1935 （24
））、リ
オ
ネ
ル
ロ
・
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ー
リ（1936 （25
））、リ
ウ

ォ
ル
ド（1939, 1948 （26
））、
ア
ン
リ
・
ペ
リ
ュ
シ
ョ（H

enri 
Prruchot, 1917

―1967

）（1956 （27
））以
来
、今
日
に
至
る
ま
で
、数
多

く
出
版
さ
れ
て
き
た
が
、最
新
の
仕
事
と
し
て
、ア
レ
ッ
ク
ス
・
ダ

ン
チ
ェ
フ（2012 （28
））の
伝
記
が
あ
る
。近
代
の
芸
術
観
に
お
い
て
、作

者
の
伝
記
上
の
事
実
と
芸
術
上
の
問
題
は
無
関
係
で
あ
り
、両
者

を
関
連
付
け
る
こ
と
は
方
法
論
上
、御
法
度
だ
と
さ
れ
て
き
た
。近

代
主
義（m

odernism （
29
））が
展
開
す
る
美
術
の
現
場
の
動
向
と
協

同
し
て
、批
評
家
や
美
術
史
家
は
、作
品
の
形
式
主
義
的
理
解
と
解

釈
を
最
大
の
価
値
と
見
な
し
、伝
記
上
の
事
実
は
、些
末
的
な
も
の

と
し
て
軽
視
し
て
き
た
。他
方
、ク
ル
ト
・
バ
ッ
ト（K

urt Badt, 
1890

―1973

）が
一
九
五
六
年
に
発
表
し
た
象
徴
主
義
的
セ
ザ
ン
ヌ

論
（
30
）や
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
盛
ん
と
な
る
精
神
分
析
の
セ
ザ
ン
ヌ

論
（
31
）
は
、伝
記
上
の
事
実
を
分
析
の
材
料
と
し
て
積
極
的
に
取
り
込

ん
で
い
っ
た
。伝
記
は
、人
生
論
的
、性
格
論
的
な
観
点
か
ら
セ
ザ

ン
ヌ
を
大
衆
に
理
解
さ
せ
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、仮

に
、人
間
学
的
な
セ
ザ
ン
ヌ
論
を
構
想
し
よ
う
と
す
れ
ば
無
視
で

き
な
い
情
報
と
な
る
だ
ろ
う
。人
間
学
的
と
は
、形
式
の
み
な
ら
ず

形
式
を
生
み
出
し
た
セ
ザ
ン
ヌ
の
全
存
在
、セ
ザ
ン
ヌ
が
生
き
制

作
し
た
環
境
と
の
関
係
で
セ
ザ
ン
ヌ
論
を
構
想
す
る
新
し
い
立
場

で
あ
る
。

Ⅳ　

セ
ザ
ン
ヌ
の〈
場
所
〉

①
ア
ト
リ
エ

　

セ
ザ
ン
ヌ
が
、ど
こ
に
住
み
、ど
こ
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
て
制
作

し
た
か
に
つ
い
て
は
、詳
細
な
調
査
が
な
さ
れ
て
き
た
。セ
ザ
ン
ヌ

の
生
活
と
制
作
の
拠
点
は
、エ
ク
ス
・
ア
ン
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
と
パ

リ
で
あ
っ
た
。エ
ク
ス
で
は
、一
八
五
九
年（
二
十
歳
）か
ら
一
八
九

九
年（
六
十
歳
）ま
で
四
十
年
間
、ジ
ャ
ズ
・
ド
・
ブ
ッ
フ
ァ
ン
の
邸

宅
に
ア
ト
リ
エ（
図
６
）を
構
え
、邸
宅
売
却
後
の
一
八
九
九
年
、市

内
の
ブ
ー
ル
ゴ
ン
街
の
ア
パ
ー
ト
の
三
階
に
引
っ
越
し
た
後
、屋

根
裏
部
屋
に
ア
ト
リ
エ（
図
７
）を
建
造
す
る
。

　

し
か
し
、手
狭
で
あ
っ
た
た
め
、一
九
〇
二
年
、ロ
ー
ヴ
街
道
に

二
階
建
て
の
建
物
を
建
て
て
二
階
に
ア
ト
リ
エ（
図
８
）を
設
え
、

亡
く
な
る
一
九
〇
六
年
ま
で
使
用
し
た
。現
在
、ジ
ャ
ズ
・
ド
・
ブ
ッ

フ
ァ
ン
の
邸
宅
は
エ
ク
ス
市
の
所
有
で
あ
る
が
ア
ト
リ
エ
は
空
室

で
あ
る
。ブ
ー
ル
ゴ
ン
街
の
ア
パ
ー
ト
並
び
に
ア
ト
リ
エ
も
、現
在
、

借
り
手
が
お
ら
ず
空
室
と
な
っ
て
い
る
が
、私
物
で
あ
る
た
め
立

ち
入
る
事
は
で
き
な
い
。

　

一
方
、ロ
ー
ヴ
街
道
の
ア
ト
リ
エ
は
、美
術
館
と
し
て
一
般
に
公

開
さ
れ
て
い
る
。現
在
も
セ
ザ
ン
ヌ
の
遺
品
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
遺
品
目
録
は
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
フ
レ
ッ
セ（M

ichel Fraisset, 
1960

―

）現
館
長
に
よ
っ
て
作
成
済
み
で
あ
る
（
32
）。没
後
、セ
ザ
ン
ヌ
の

持
ち
物
の
多
く
が
、家
族
や
ア
ト
リ
エ
の
管
理
に
携
わ
っ
た
人
々

に
よ
っ
て
持
ち
出
さ
れ
て
散
逸
し
て
お
り
、現
在
、ア
ト
リ
エ
で
確

認
さ
れ
る
物
品
は
遺
品
の
全
て
で
は
な
い
し
、セ
ザ
ン
ヌ
の
持
ち

物
で
は
な
か
っ
た
物
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
可
能
性
も
排
除
で
き
ず
、

目
録
は
完
全
な
物
で
は
な
い
。ア
メ
リ
カ
の
セ
ザ
ン
ヌ
研
究
者
、セ

オ
ド
ア
・
レ
フ（T

heodore Reff, 1930

―

）は
、実
際
に
ア
ト
リ
エ

に
残
さ
れ
た
遺
品
の
み
な
ら
ず
、セ
ザ
ン
ヌ
と
生
前
交
流
の
あ
っ

た
人
（々
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
、ジ
ョ
ワ
シ
ャ
ン
・
ギ
ャ
ス
ケ
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（Joachim
 Gasquet, 1873

―1921

）、ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
ヴ
ァ
ラ

ー
ル（A

m
broise V

ollard, 1868

―1939

）な
ど
が
残
し
た
逸
話

や
思
い
出
を
つ
づ
っ
た
エ
ッ
セ
イ
や
書
物
を
調
査
し
て
、セ
ザ
ン

ヌ
が
、生
前
、ア
ト
リ
エ
に
所
持
し
て
い
た
だ
ろ
う
書
物
や
複
製
図

版
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
（
33
）。こ
の
種
の
調
査
は
、制
作
の
着
想
源
や

芸
術
論
の
起
源
を
検
討
す
る
た
め
の
実
証
的
資
料
を
提
供
し
て
き

た
。

　

そ
の
他
、セ
ザ
ン
ヌ
は
、ト
ロ
ネ
街
道
に
立
つ
シ
ャ
ト
ー
・
ヌ
ワ

ー
ル
と
い
う
城
館
に
一
室
を
借
り
て
、周
辺
の
森
の
中
で
制
作
す

る
た
め
に
画
材
を
保
管
し
た
り
、ア
ト
リ
エ
と
し
て
使
用
し
た
が
、

現
在
、内
部
は
改
装
さ
れ
、当
時
の
面
影
は
な
い（
図
９
）。

　

セ
ザ
ン
ヌ
は
、記
録
が
あ
る
だ
け
で
、生
涯
、二
〇
回
以
上
、エ
ク

ス
と
パ
リ
を
往
復
し
短
期
長
期
に
わ
た
っ
て
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て

住
ん
だ
。現
在
、パ
リ
で
暮
ら
し
た
住
所
が
約
二
〇
カ
所
確
認
さ
れ

て
い
る
（
34
）。パ
リ
で
の
滞
在
の
最
大
の
目
的
は
、パ
リ
を
拠
点
に
イ

ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
田
舎
に
出
か
け
て
自
然
を
描
く
こ
と
に
あ
り
、

パ
リ
の
景
観
を
描
く
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
が
、静
物
画
や
人
物

画
の
制
作
は
パ
リ
の
ア
パ
ー
ト
等
で
行
っ
た
。パ
リ
一
八
区
、エ
ジ

ェ
ジ
ッ
プ
・
モ
ロ
ー
街
一
五
番
地
に
立
つ
芸
術
家
の
共
同
ア
ト
リ

エ
住
宅（
現
在
も
芸
術
家
達
が
住
ん
で
い
る
）、ア
ト
リ
エ
・
ヴ
ィ

ラ
・
デ
・
ザ
ー
ル（
図
10
）に
、一
八
九
八
年
一
月（
五
十
九
歳
）か
ら

一
八
九
九
年
六
月（
六
十
歳
）ま
で
入
居
し
て
ア
ト
リ
エ
を
構
え
、

セ
ザ
ン
ヌ
に
い
ち
早
く
注
目
し
て
作
品
を
買
い
占
め
、ほ
ぼ
独
占

販
売
し
た
画
商
、ヴ
ォ
ラ
ー
ル
の
肖
像
画
な
ど
を
制
作
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
セ
ザ
ン
ヌ
研
究
者
、ド
ニ
・
ク
タ
ー
ニ
ュ（D

enis 
Coutagne, 1947

―

）は
、セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
の
背
景
に
描
か
れ
た
壁

紙
の
図
柄
な
ど
を
手
が
か
り
に
し
て
、パ
リ
と
エ
ク
ス
の
、ど
の
ア

ト
リ
エ
で
作
品
が
制
作
さ
れ
た
か
を
、一
点
一
点
、可
能
な
限
り
同

定
す
る
作
業
を
行
っ
た
。一
見
、何
の
意
味
も
な
さ
な
い
作
業
に
見

え
る
が
、そ
れ
は
、ま
ず
、他
の
年
代
記
的
事
実
と
の
照
合
か
ら
年

代
決
定
に
関
与
し
て
い
く
。さ
ら
に
、制
作
し
た
ア
ト
リ
エ
の
場
所

が
特
定
で
き
れ
ば
、作
風
の
変
化
が
、ど
の
よ
う
な
芸
術
的
社
会
的

環
境
で
生
ま
れ
た
の
か
、変
化
の
着
想
源
を
ど
こ
に
探
す
べ
き
か

と
い
っ
た
研
究
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。そ
の
成

果
は
、二
〇
一
二
年
、国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た「
セ
ザ
ン
ヌ

―
パ
リ
と
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
展
」で
発
表
さ
れ
た
（
35
）。

②
風
景

　

印
象
派
の
美
学
と
技
法
を
学
ん
だ
セ
ザ
ン
ヌ
は
、水
浴
図
や
構

想
画
を
除
い
て
、空
想
で
は
な
く
、具
体
的
な
自
然（
風
景
、人
間
、静

物
）を
目
の
前
に
し
て
制
作
し
た
画
家
で
あ
っ
た
。セ
ザ
ン
ヌ
が
風

景
画
を
描
い
た
実
景
を
探
し
写
真
で
撮
影
し
作
品
と
比
較
対
照
す

る
作
業
は
、ア
ー
ル・ロ
ー
ラ
ン（Earl Loran, 1905

―99

） （1930 （36
））、

リ
ウ
ォ
ル
ド
と
レ
オ・
マ
ル
シ
ュ
ッ
ツ（Léo M

arschutz, 1903

―

76

） （1935 （37
））以
来
、多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
、近
年
で
は
、

特
に
、
ド
ニ
・
ク
タ
ー
ニ
ュ
（
38
）、
ア
ラ
ン
・
モ
ッ
ト（A

lain M
othe, 

1949

―2015 （39
））と
パ
ヴ
ェ
ル
・
マ
ホ
ト
カ（Pavel M

achotka, 1936 （40
）

―

）が
豊
か
な
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ボ
ン
フ
ォ
ー

ル（D
idier Bonfort, 1950

―

）を
中
心
と
す
る「
セ
ザ
ン
ヌ
の
描

い
た
自
然
保
護
協
会
」は
、現
在
、エ
ク
ス
市
在
住
の
人
々
を
中
心

に
多
く
の
会
員
か
ら
な
る
が
、彼
ら
の
活
動
も
セ
ザ
ン
ヌ
の
描
い

た
場
所
の
発
掘
作
業
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

セ
ザ
ン
ヌ
が
描
い
た
場
所
の
同
定
作
業
は
三
つ
の
大
き
な
意
味

を
持
ち
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

　

第
一
に
風
景
画
と
実
景
を
比
較
す
る
こ
と
で
、セ
ザ
ン
ヌ
が
実

景
か
ら
何
を
取
り
、何
を
捨
て
、ど
う
変
形
し
て
絵
画
を
組
み
立
て

た
か
、創
造
の
プ
ロ
セ
ス
並
び
セ
ザ
ン
ヌ
の
視
覚
構
造
を
明
ら
か

に
す
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、実
景
が
存
在
す
る
土
地
の
地
質
、地
形
、気
候
に
ま
で

考
察
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
で
、セ
ザ
ン
ヌ
の
技
法
と
視
覚
が
形

成
さ
れ
変
容
す
る
契
機
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
。晴
れ
渡
っ
た
空
か
ら
乾
燥
し
た
空
気
を
貫
い
て
降
り
注

ぐ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
強
烈
な
光
と
骨
格
の
確
か
な
地
形（
図
11
）が
、

平
塗
り
の
鮮
や
か
な
色
彩
面
に
よ
る
風
景
の
単
純
化
や
幾
何
学
構

成
を
発
明
す
る
た
め
の
創
造
的
触
媒
と
な
っ
た
こ
と
は
い
ま
や
定

説
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
三
に
、実
景
が
存
在
す
る
地
方
の
風
土
や
文
化
を
も
考
慮
す

図６　ジャズ・ド・ブッファン邸宅のアトリエ
 （ⒸTakanori NAGAÏ 2013 Sep. 13）

図７　ブールゴン街23番地の屋根裏のアトリエ（ガラス
張りの最上階）（ⒸTakanori NAGAÏ 2016 Sep. 17）

図８　ローヴ街道のアトリエ
 （ⒸTakanori NAGAÏ 2016 Sep. 18）
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る
と
、セ
ザ
ン
ヌ
の
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ

る
。例
え
ば
、描
か
れ
た
場
所
を
特
定
し
分
類
し
て
い
く
中
で
、急

速
に
近
代
化
が
進
ん
で
い
た
パ
リ
の
都
市
景
観（
賑
わ
い
、華
や
か

さ
、喧
噪
な
ど
）を
描
か
ず
、周
辺
の
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
や
プ
ロ

ヴ
ァ
ン
ス
の
自
然（
静
寂
と
素
朴
等
）を
好
ん
で
描
い
た
と
い
う
事

実
が
明
ら
か
に
な
る
が
、こ
れ
に
注
目
す
る
だ
け
で
、セ
ザ
ン
ヌ
が

マ
ネ（Édouard M

anet, 1832
―83
）や
初
期
印
象
派
と
異
な
る

反
進
歩
、反
近
代
化
の
立
場
を
明
確
に
表
明
し
た
画
家
で
あ
っ
た

事
が
明
白
と
な
る
（
41
）。

　
〈
場
所
〉が
、創
造
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
ど
の
よ
う
に
セ
ザ
ン
ヌ

の
制
作
に
関
与
し
た
か
、今
後
も
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
る
だ
ろ

う
（
42
）。

Ⅴ　

セ
ザ
ン
ヌ
に
関
す
る
文
献
表

　

生
前
、交
流
の
あ
っ
た
人
々
の
幾
人
か
が
、セ
ザ
ン
ヌ
の
思
い
出

や
セ
ザ
ン
ヌ
の
語
っ
た
言
葉
を
記
録
し
て
、雑
誌
に
エ
ッ
セ
イ
と

し
て
、あ
る
い
は
書
物
の
形
で
発
表
し
て
き
た
。エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル

ナ
ー
ル
、モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ（M

aurice D
enis, 1870

―1943

）、ジ

ョ
ワ
シ
ャ
ン
・
ギ
ャ
ス
ケ
、リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
と
シ
ュ
ネ
ル
ヴ（R. P. 

Rivière/J. F. Schneb, 1879

―1915

）、ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
ヴ

ォ
ラ
ー
ル
、レ
オ
・
ラ
ル
ギ
エ（Léo Largier, 1878

―1950

）、ギ

ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ジ
ェ
フ
ロ
ワ（Gustave Geffroy, 1894

―1926

）、

ジ
ュ
ー
ル
・
ボ
レ
リ
ー（Jules Borély

）な
ど
で
あ
る
。コ
ー
ト
ー

ル
ド
美
術
研
究
所
の
司
書
で
あ
っ
た
、
ミ
カ
エ
ル
・
ド
ラ
ン（P. 

M
ichael D

oran

）は
、彼
ら
の
文
章
の
一
部
を
転
載
・
編
集
し
て
、

『
セ
ザ
ン
ヌ
と
の
対
話
』と
し
て
出
版
し
た
（
43
）。ド
ラ
ン
が
編
纂
し
た

セ
ザ
ン
ヌ
と
の
対
話
集
は
、日
本
語
や
英
語
に
も
翻
訳
さ
れ
て
（
44
）、セ

ザ
ン
ヌ
研
究
者
の
間
で
広
く
参
照
さ
れ
て
お
り
、書
簡
に
次
い
で
、

セ
ザ
ン
ヌ
の
言
葉
と
し
て
引
用
さ
れ
る
貴
重
な
資
料
集
と
な
っ
て

い
る
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
多
く
の
問
題
を
孕
ん
で
い

る
。テ
キ
ス
ト
を
書
い
た
人
々
は
、現
代
の
よ
う
に
、セ
ザ
ン
ヌ
の

言
葉
を
録
音
し
て
忠
実
に
文
字
と
し
て
復
元
し
た
訳
で
は
な
く
、

記
憶
に
基
づ
い
て
執
筆
し
て
お
り
、記
憶
違
い
や
誤
解
も
あ
り
う

る
し
、何
よ
り
、彼
ら
の
主
観
、利
害
が
介
在
し
て
い
る
。従
っ
て
、

リ
ウ
ォ
ル
ド
（
45
）
が
、ギ
ャ
ス
ケ
の『
セ
ザ
ン
ヌ
』（
一
九
二
一
（
46
））に
関
し

て
行
っ
た
様
に
、ド
ラ
ン
は
、た
だ
文
章
を
転
載
す
る
の
で
は
な
く
、

注
釈
の
形
で
、文
章
の
信
憑
性
等
に
つ
い
て
詳
細
な
資
料
批
判
を

行
っ
て
い
る
。以
上
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
批
評
研
究
、つ
ま
り
、

そ
の
信
憑
性
や
言
説
の
起
源
、意
味
に
関
す
る
検
討
は
、今
後
も
継

続
さ
れ
る
余
地
が
十
分
に
あ
る
。

　

以
上
の
テ
キ
ス
ト
に
加
え
て
、現
在
ま
で
、セ
ザ
ン
ヌ
に
関
す
る

研
究
論
文
や
著
作
が
膨
大
に
発
表
さ
れ
て
き
た
。全
世
界
の
セ
ザ

ン
ヌ
論
を
網
羅
し
た
文
献
表
は
今
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
。一
九

九
五
年
に
イ
ザ
ベ
ル
・
カ
ー
ン
が「
セ
ザ
ン
ヌ
展
」の
際
に
作
成
し

図
録
に
発
表
し
た
文
献
表
は
（
47
）、そ
れ
ま
で
に
な
い
網
羅
性
を
示
し
、

セ
ザ
ン
ヌ
研
究
史
を
概
観
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
今
で
も
有
効
だ
が
、

英
語
圏
と
ド
イ
ツ
語
圏
の
文
献
が
中
心
で
、非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語

で
書
か
れ
た
文
献
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。オ
ル
セ
ー
美
術
館
資
料

室
に
は
画
家
別
、執
筆
者
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
、エ
ッ
セ
イ
や

論
文
が
、整
理
さ
れ
て
、沢
山
の
箱
に
収
納
、保
管
さ
れ
、一
般
に
も

公
開
さ
れ
て
い
る
。セ
ザ
ン
ヌ
の
箱
に
も
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
の
文

献
は
収
め
ら
れ
て
い
る
が
ほ
ん
の
僅
か
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、『
セ
ザ
ン
ヌ
受
容
の
研
究
』（
二
〇
〇
七
（
48
））で
、第
二
次
世

界
大
戦
前
に
日
本
人
が
書
い
た
セ
ザ
ン
ヌ
論
を
網
羅
的
に
調
査
し

分
析
し
た
が
、本
書
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
、こ
れ
ほ
ど
多
く
の
日
本

人
が
セ
ザ
ン
ヌ
に
つ
い
て
語
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
欧
米

の
研
究
者
は
誰
一
人
と
し
て
知
ら
な
か
っ
た
。

　

オ
ン
・
ラ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
グ（
二
〇
一
四
〜
）に
掲
載
さ
れ
た
文
献

表
は
、執
筆
者
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、年
代
順
に
書
誌
情
報
を
並
べ
て

い
る
が
、全
て
の
言
語
で
書
か
れ
た
セ
ザ
ン
ヌ
論
を
、一
切
、除
外

す
る
こ
と
な
く
、公
平
に
掲
載
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
普
段
に

更
新
中
で
あ
る
。今
後
、こ
れ
に
文
献
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
貼
り
付
け
て
い

け
ば
、セ
ザ
ン
ヌ
の
サ
イ
バ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
図
書
館
の
開
設
も
夢
で

は
な
い
。

図９　アトリエとして使用したシャトー・ヌワールの一
室（ⒸTakanori NAGAÏ 2016 Sep. 17）

図10　エジェジップ・モロー街15番地に立つ芸術家のア
トリエ（ⒸTakanori NAGAÏ 2012 Nov. 29）

図11　セザンヌの描いたサント・ヴィクトワール山
 （トロネ街道から望む）
 （ⒸTakanori NAGAÏ 2016 Sep. 17）
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Ⅵ　

今
後
の
課
題
と
展
望

　

セ
ザ
ン
ヌ
に
関
す
る
知
の
蓄
積
と
共
有
化
に
む
け
て
、現
在
、二

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
る
。

（
１

）セ
ザ
ン
ヌ
・
オ
ン
・
ラ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
グ（
図
１
）

　

既
述
し
た
よ
う
に
、水
彩
画
と
素
描
の
デ
ジ
タ
ル
版
カ
タ
ロ
グ
・

レ
ゾ
ネ
の
作
成
は
、目
下
、進
行
中
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

所
蔵
先
の
特
定
で
き
な
い
作
品
が
未
だ
に
あ
っ
て
、し
か
も
、個
人

蔵
の
場
合
、売
買
で
、常
に
移
動
し
て
い
る
。ア
ナ
ロ
グ
の
作
品
総

目
録
に
掲
載
さ
れ
た
図
版
に
は
、転
載
図
版
も
多
く
、デ
ジ
タ
ル
版

で
は
、直
接
、作
品
を
撮
影
し
て
得
た
高
画
質
の
画
像
に
順
次
置
き

換
え
て
行
く
事
が
望
ま
し
い
。既
に
完
成
し
た
油
彩
画
レ
ゾ
ネ
も

同
じ
課
題
を
残
し
て
い
る
。更
に
、セ
ザ
ン
ヌ
個
展
の
リ
ス
ト
、セ

ザ
ン
ヌ
作
品
が
展
示
さ
れ
た
展
覧
会
リ
ス
ト
、各
展
覧
会
の
記
録

（
出
品
リ
ス
ト
、展
示
会
場
写
真
、図
録
情
報
、入
場
者
数
な
ど
）、セ

ザ
ン
ヌ
が
生
活
し
制
作
し
た〈
場
所
〉（
地
図
と
現
地
写
真
）な
ど
、

加
え
る
べ
き
エ
ン
ト
リ
ー
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
。本
サ
イ
ト

が
、セ
ザ
ン
ヌ
並
び
に
セ
ザ
ン
ヌ
研
究
に
関
わ
る
基
礎
デ
ー
タ
を

収
集
し
掲
載
し
続
け
る
こ
と
で
、今
後
、セ
ザ
ン
ヌ
研
究
の
一
大
拠

点
と
な
っ
て
い
く
事
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。一
九
九
〇
年
代
以
降
、

世
界
各
国
で
行
わ
れ
た
セ
ザ
ン
ヌ
受
容
史
研
究
が
一
段
落
し
た
後

で
、セ
ザ
ン
ヌ
研
究
が
、デ
ジ
タ
ル
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
相

応
し
い
、新
し
い
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
２

）ジ
ャ
ズ
・
ド
・
ブ
ッ
フ
ァ
ン
の
セ
ザ
ン
ヌ
研
究
セ
ン
タ
ー（
図
12
・

13
）

　

ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
協
会
会
長
、ド
ニ
・
ク
タ
ー
ニ
ュ
を
中
心
に
、

ジ
ャ
ズ
・
ド
・
ブ
ッ
フ
ァ
ン
の
セ
ザ
ン
ヌ
家
旧
邸
宅
、並
び
に
、隣
接

す
る
農
家
の
建
物
を
活
用
し
て
、セ
ザ
ン
ヌ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開

設
す
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。そ
こ
に
、世
界
中
の
セ
ザ
ン
ヌ

研
究
者
や
学
生
が
集
っ
て
調
査
研
究
を
行
い
、研
究
成
果
を
学
会

発
表
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
交
換
し
合
い
、ま
た
、セ
ザ
ン
ヌ
展
を

定
期
的
に
開
催
す
る
事
で
セ
ザ
ン
ヌ
研
究
の
拠
点
を
作
ろ
う
と
し

て
い
る
。こ
ち
ら
が
目
指
す
の
は
、ア
ナ
ロ
グ
の
資
料
環
境
の
構
築

で
あ
る
。二
〇
一
五
年
、セ
ザ
ン
ヌ
協
会
会
員
の
ア
ラ
ン
・
モ
ッ
ト

が
急
逝
し
た
が
、生
前
、彼
が
収
集
し
た
膨
大
な
資
料
が
遺
族
に
よ

っ
て
協
会
に
寄
贈
さ
れ
、現
在
、ク
タ
ー
ニ
ュ
が
整
理
を
進
め
て
い

る
。ま
た
、リ
ウ
ォ
ル
ド
が
、生
前
、親
交
の
あ
っ
た
農
家
の
旧
所
有

者
に
残
し
た
資
料
群
も
寄
贈
さ
れ
た
が
、こ
れ
も
未
整
理
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
が
ア
ナ
ロ
グ
資
料
の
拠
点
で
あ
る
と
の
認
識
が
拡
が
り
、

寄
贈
の
動
き
が
会
員
や
セ
ザ
ン
ヌ
愛
好
家
の
間
で
拡
が
れ
ば
、セ

ン
タ
ー
の
ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
が
今
後
、大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

セ
ザ
ン
ヌ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
構
想
は
、プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
主
義
と

い
う
十
九
世
紀
以
来
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
点

で
、オ
ン
・
ラ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
・
サ
イ
ト
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

生
前
の
セ
ザ
ン
ヌ
は
、パ
リ
で
も
故
郷
エ
ッ
ク
ス
で
も
全
く
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、作
品
の
多
く
が
国
外
に
流
出
し
た
。フ
ラ

ン
ス
で
は
、印
象
派
美
術
館（
一
九
八
六
年
、オ
ル
セ
ー
美
術
館
に

吸
収
さ
れ
る
）と
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術
館
が
唯
一
、所
蔵
す
る
だ

け
で
、肝
心
の
エ
ク
ス
、グ
ラ
ネ
美
術
館
に
所
蔵
が
な
い
状
況
が
長

ら
く
続
い
た
。一
九
八
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
よ
う
や
く
、グ
ラ
ネ
美

術
館
に
セ
ザ
ン
ヌ
を
移
管
す
る
動
き
が
起
こ
り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

充
実
が
図
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る（
図
14
）。

　

二
〇
〇
六
年
に
は
、「
セ
ザ
ン
ヌ
と
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
」と
い
う
展

覧
会
（
49
）
が
グ
ラ
ネ
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、セ
ザ
ン
ヌ
芸
術
の
誕
生
と

展
開
に
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
自
然
が
果
た
し
た
役
割
が
議
論
さ
れ
た
。

セ
ザ
ン
ヌ
を
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
画
家
と
し
て
認
知
さ
せ
よ
う
と
す

る
一
連
の
動
き
は
、エ
ク
ス
市
在
住
の
セ
ザ
ン
ヌ
研
究
者
達
、ク
タ

ー
ニ
ュ
、ブ
ル
ー
ノ
・
エ
リ
ー（Bruno Ely

、現
、グ
ラ
ネ
美
術
館

館
長
）、ジ
ャ
ン
・
ア
ル
イ
ユ（Jean A

rrouye, 1934

―

、プ
ロ
ヴ
ァ

ン
ス
大
学
名
誉
教
授
）ら
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

「
セ
ザ
ン
ヌ
と
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
」展
は
、ワ
シ
ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ア
メ
リ
カ
人
学
芸
員
、フ
ィ
リ
ッ
プ
・
コ
ニ
ス

ビ
ー（Philip Conisbee, 1946

―2008

）と
の
共
同
企
画
で
あ
っ

た
し
、同
年
、プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
で
の
動
き
と
は
全
く
無
関
係
に
、ギ

図12　ジャズ・ド・ブッファンの邸宅
 （ⒸTakanori NAGAÏ 2016 Sep. 17）

図13　ジャズ・ド・ブッファンの農家
 （ⒸTakanori NAGAÏ 2013 Sep. 14）

図14　グラネ美術館常設展示室セザンヌのコーナー
 （ⒸTakanori NAGAÏ 2016 Sep. 16）
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リ
シ
ャ
人
で
ア
メ
リ
カ
在
住
の
、ニ
ナ
・
マ
リ
ア
・
ア
タ
ナ
ソ
グ
ル

ー
・
カ
ル
マ
イ
ヤ
ー（N

ina M
aria A

thanassoglou

―K
allm
yer, 

1945

―,

デ
ラ
ウ
ェ
ア
大
学
名
誉
教
授
）が
、ア
メ
リ
カ
で
発
表
し
た

博
士
論
文
を
元
に『
セ
ザ
ン
ヌ
と
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス  

画
家
と
そ
の

文
化
（
50
）』を
刊
行
し
、セ
ザ
ン
ヌ
芸
術
が
、パ
リ
に
対
抗
す
る
、プ
ロ
ヴ

ァ
ン
ス
の
自
然
や
文
化
、プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
美
学
や
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

主
義
か
ら
生
ま
れ
展
開
し
た
と
の
学
説
を
発
表
し
た
。彼
女
の
研

究
は
、長
ら
く
、形
式
主
義
、精
神
分
析
、現
象
学
に
絡
め
取
ら
れ
て

き
た
セ
ザ
ン
ヌ
芸
術
を
社
会
史
の
観
点
か
ら
読
み
解
く
画
期
的
試

み
で
あ
っ
た
。従
っ
て
、〈
エ
ク
ス
に
セ
ザ
ン
ヌ
を
取
り
戻
せ
〉と
い

う
運
動
は
、セ
ザ
ン
ヌ
研
究
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
に
も
リ
ン
ク

し
た
現
場
の
現
実
的
な
動
き
で
あ
っ
た
と
も
理
解
で
き
、必
ず
し

も
偏
狭
な
地
方
主
義
の
産
物
だ
と
片
づ
け
る
事
は
で
き
な
い
。

　

セ
ン
タ
ー
の
構
想
は
、経
済
的
思
惑
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。大

学
が
あ
り
気
候
が
温
暖
な
エ
ク
ス
市
の
住
人
の
多
く
は
、学
生
と

年
金
生
活
者
、管
理
職
だ
が
、こ
れ
と
い
っ
た
大
き
な
産
業
が
町
に

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。従
っ
て
、エ
ク
ス
市
観
光
局
は
、近
年
、セ
ザ

ン
ヌ
を
呼
び
水
に
し
て
、国
内
外
か
ら
観
光
客
を
引
き
寄
せ
る
と

い
う
戦
略
を
思
い
描
い
て
き
た
。そ
の
た
め
に
、エ
ク
ス
に
残
る
セ

ザ
ン
ヌ
ゆ
か
り
の
地（
ロ
ー
ヴ
街
道
の
ア
ト
リ
エ
、ジ
ャ
ズ
・
ド
・
ブ

ッ
フ
ァ
ン
の
邸
宅
、セ
ザ
ン
ヌ
が
制
作
し
た
ビ
ベ
ミ
ュ
ス
石
切
場
、

ト
ロ
ネ
街
道
な
ど
）を
訪
ね
歩
く
ガ
イ
ド
付
き
ツ
ア
ー
を
整
備
し

て
き
た
。セ
ン
タ
ー
を
作
っ
て
セ
ザ
ン
ヌ
研
究
を
振
興
す
る
こ
と

は
、観
光
局
が
進
め
る
エ
ク
ス
市
の
活
性
化
や
経
済
振
興
と
意
識

的
無
意
識
的
に
協
働
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
、多
く
の
研
究
者
が
、普
遍
的
な
セ
ザ
ン
ヌ
像
を
構
築

で
き
る
と
の
前
提
の
下
に
長
ら
く
研
究
を
進
め
て
き
た
。そ
の
理

由
は
二
つ
あ
る
。第
一
に
、少
な
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
末
頃
ま
で
、

セ
ザ
ン
ヌ
は
現
代
作
家
に
尚
も
刺
激
を
与
え
続
け
て
い
た
た
め
、

ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
画
家
と
し
て
批
評
的
言
説
が
意
味
を
持
ち
続
け

た
。第
二
に
、哲
学
者
、メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ
の
現
象
学
セ
ザ
ン
ヌ
論

が
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
ち
続
け
た
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。特
に
、

メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ
以
後
、セ
ザ
ン
ヌ
は
哲
学
者
や
美
学
者
に
愛
好

さ
れ
、形
式
主
義
で
あ
れ
、精
神
分
析
で
あ
れ
、現
象
学
で
あ
れ
、歴

史
性
や
場
所
性
を
超
越
し
た
思
弁
的
セ
ザ
ン
ヌ
論
が
展
開
さ
れ
る

と
い
う
知
的
環
境
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。セ
ザ
ン
ヌ
が
今
な
お
現

代
的
だ
と
す
れ
ば
、歴
史
研
究
よ
り
哲
学
・
美
学
的
研
究
が
重
要
視

さ
れ
る
訳
で
、以
上
の
二
点
は
共
犯
関
係
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、ヴ
ェ
ク
ス
ラ
ー（Judith Glatzer W

echsler, 1940

―

）（1972 （51
））を
パ
イ
オ
ニ
ア
と
す
る
受
容
史
研
究
は
、セ
ザ
ン
ヌ
像

が
セ
ザ
ン
ヌ
を
受
容
す
る
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
多
様
に
変
化
し

て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、カ
ル
マ
イ
ヤ
ー（2003

）が
切
り
開

い
た
社
会
史
研
究
は
、セ
ザ
ン
ヌ
が
制
作
し
た
具
体
的
な
時
と
所

に
セ
ザ
ン
ヌ
を
置
い
て
そ
の
芸
術
を
解
釈
す
る
新
し
い
視
座
を
提

起
し
た
。こ
う
し
て
、普
遍
的
セ
ザ
ン
ヌ
像
が
後
退
す
る
中
で
、今

日
ま
で
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
た
セ
ザ
ン
ヌ
の
基
礎
デ
ー
タ
構
築

作
業
は
、揺
る
ぎ
な
い
立
場
と
し
て
、こ
れ
か
ら
誕
生
す
る
だ
ろ
う

未
知
の
視
点
に
対
し
て
も
、不
可
欠
の
材
料
を
提
供
し
続
け
る
こ

と
だ
ろ
う
。

〈
図
版
出
典
〉
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http://cezannecatalogue.com
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